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たどり、平成 16（2004）年の人口は 69 人で













































































昭和 30（1955）年 約 150「しま」15-2
昭和 32（1957）年 96 54 150 畜産センサス
昭和 35（1960）年 172 1970 農林業センサス
昭和 36（1961）年 123 56 179 広報かみのせき（1月）
昭和 37（1962）年 168 56 224 石崎氏資料（10 月）
昭和 44（1969）年
108 77 185「しま」15-2（1 月）
約 200『花房』（福岡県立若松商業高
等学校社会部）




1 ～ 2 才 17
141 石崎氏資料（10 月）
『上関町史』
昭和 53（1978）年 約 120 上関町役場資料
昭和 55（1980）年 78 1980 農林業センサス
昭和 60（1985）年
21 1990 農林業センサス
23 14 37 肉用牛悉皆調査（東部家畜保
健衛生所・2月）
昭和 61（1986）年 3 0 3 聞き取り
昭和 62（1987）年 雌 5頭導入 上関町役場資料（8月）
昭和 63（1988）年 雌 9頭導入 3 上関町役場資料（12 月）
平成元（1989）年 雌 7頭導入 1 上関町役場資料（1月）
平成 2（1990）年
0 0 0 1990 農林業センサス
20 5 25 肉用牛悉皆調査（2月）
20 8 28 上関町役場資料
平成 3（1991）年
16 5 21 肉用牛悉皆調査（2月）




3 5 8 上関町役場資料（2月）
3 0 3 聞き取り（3月に仔牛５頭を
売却）


















元禄 10（1697）年 ・牛 76。 『畔頭差出文書』
元文 3（1738）年 ・牛 28 疋。 『地下上申』
















明治 28（1895）年 ・県より種牛 1頭を八島の農家に委託。 『上関町史』
明治時代












昭和 7（1932）年 ・県の補助金によるイバラ刈り払い作業。 『上関町史』
昭和 15（1940）年 ・放牧地に水呑場 14ヶ所設置。 『上関町史』
昭和 28（1953）年 ・佐賀市場への出荷はじまる。 『畜産販売台帳』
昭和 34（1959）年 ・共同放牧施設 4ヶ所整備。 『上関町史』
昭和 35（1960）年
・共同放牧施設機械器具購入。




昭和 50（1975）年 ・キャニスター（凍結精子用ミニボンベ）設置。 聞き取り
昭和 50（1975）年頃 ・里山牧場設置。 聞き取り






昭和 62（1987）年 ・角島より雌牛 5頭導入、農協管理による放牧開始。 上関町役場資料
平成元（1989）年頃
・ S 氏、牛の放牧廃止。個人農による放牧の終焉。（3 頭の牛
は放任状態となる）
聞き取り
平成 3（1991）年 ・台風 19 号来襲、壊滅的被害を受ける。 聞き取り































































































































































いる。（平成 15 年 3 月 17日著者撮影）
伊　藤　徹　男
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